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1 はじめにはじめにはじめにはじめに 
このたびは HT3040をお求めいただき、ありがとうございます。 
 
HT3040は RF5C396(RICOH)をコントローラに採用した、PCカードインターフェー
スモジュールです。 
 
HT3040-P01/C01 は 8bit の PC/104 バスに準拠しており、HT1010 等の 8bit バス
PC/104バス CPUと組み合わせて使用することができます。 
 
HT3040-P01と HT1010の組み合わせで、PCMCIA TYPE I,II,III準拠の SRAMカー
ド、ハードディスクカード、およびフラッシュ ATAカード等のストレージカードと、
モデムカード(16550互換レジスタ仕様のもの)を使用できます。また HT3040-C01と
HT1010 の組み合わせでは、コンパクトフラッシュ TYPE I 準拠のフラッシュ ATA
カードと、モデムカード(16550互換レジスタ仕様のもの)を使用できます。 
 
HT3040に HT3041-C01(コンパクトフラッシュ用)または HT3041-P01(PCカード用)
を追加して、さらに 1スロット増設することができます。HT3040と HT3041の組み
合わせで、PC カード 2スロット、コンパクトフラッシュ 2 スロットまたは PC カー
ド/コンパクトフラッシュ各 1スロットをサポートすることができます。 
 
HT3040-P02/C02 は 16bit の PC/104 バスに準拠しており、HT1070 と組み合わせて
ストレージカードのほかモデムや有線/無線 LANなどのカードを使用することができ
ます。 

■ 
 
本マニュアルは、HT3040/3041 の仕様や使用方法について書かれたものです。
HT3040/3041の機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ幸いです。 

 
 
 HT3040には本マニュアルで説明するRF5C396を使用した現行品とVG468を使用した
旧タイプ品がございます。また HT3041 も 3.3V/5V 電源のカードに対応した現行品
と 5V 電源カードのみ使用可能な旧タイプ品がございます。旧タイプ品については
HT3040 ユーザーズマニュアル Ver.1.00 をご参照ください。なお現行品と旧タイプ
品を組み合わせて使用することも可能です。詳しくは本マニュアル8章をご参照く
ださい。 
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2 注意事項注意事項注意事項注意事項 

2.1 安全安全安全安全にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT3040/3041を安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますよ
うお願いいたします。 
 
 

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ
れた半導体部品を使用しておりますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした
り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・
安全装置等）に組み込んで使用しないでください。 
 
また、半導体部品を使用した製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障し
たりする可能性がありますので、ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合にお
いても生命・身体・財産等が侵害されることのないよう、装置としての安全設計（リ
ミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全
を期されますようお願い申しあげます。 

 

2.2取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい上上上上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT3040/3041に恒久的なダメージをあたえないよう、取り扱い時には以下のような点
にご注意ください。 
� 電源の投入 
 HT3040/3041 に電源がはいっている状態では絶対に本ボードの着脱を行わな

いでください。 
� 静電気 
 HT3040/3041 には CMOS デバイスを使用しておりますので、ご使用になるま

では帯電防止対策のされている、出荷時のパッケージ等にて保管してください。 
� ラッチアップ 
 電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使

用している CMOSデバイスがラッチアップを起こす可能性があります。いった
んラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維持される
ため、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい
入出力ラインには保護回路を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源
を使用しない等の対策をとることをお勧めします。 

！！！！
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3  RF5C396概要概要概要概要 
HT3040はコントローラに株式会社リコーRF5C396を使用しています。RF5C396は
以下のような特徴を備えています。 

 
� 2つのソケットをサポート 
� 82365レジスタ上位互換 
� 3.3V/5V電源カードに対応 
� カード側バッファ内蔵 
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4  資料資料資料資料・・・・参考文献参考文献参考文献参考文献 
本マニュアル作成に際して使用した資料・参考文献を以下に示します。 
 
� RF5C396 PC Card Controller Data Sheet (Ricoh) 
� PCMCIA/JEIDA PC Card Standard(英文) 

PCMCIA/JEIDAで制定した PCカードの規格です。 
� Mori,Welder The PCMCIA Developer’s Guide 2nd edition  

(Sycard Technology 英文) 
� Anderson PCMCIA Sytem Architecture (MindShare英文) 
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5  HT1010+HT3040でのでのでのでの使用例使用例使用例使用例 
HT1010とHT3040(以降特に断りのない場合はHT3040-C01/P01両方に適用します。)
で PCカードを使用する場合、まず PCCDRV.SYSを CONFIG.SYSで組み込みます。
このドライバによってボード上の各スロットにはドライブレターが割り当てられ、ス
トレージカードはドライブとして認識されます。モデムカードの場合は、上記デバイ
スドライバの組み込み後、専用のカードイネーブラを使用して、シリアルポートとし
て I/Oアドレスや IRQをカードに割り当てます。 
この章では、これらのユーティリティの使用例を示します。各ユーティリィティの機
能詳細については7.7章をご参照ください。 
 

5.1 ストレージカードストレージカードストレージカードストレージカード使用例使用例使用例使用例 
動作環境 
� HT3040+HT1010 

必要に応じて他の拡張モジュールも使用できますが、動作確認に必要な、最低限
のモジュール構成でテストしてください。 

� PCカード 
HT3040-P01ではフラッシュ ATA カード、ハードディスクカードおよび SRAM
カード(CIS メモリのあるもの)が使用できます。ストレートフラッシュメモリカ
ードおよび SRAMカードで CISメモリのないものは使用できませんのでご注意
ください。なお、カードはパソコン等であらかじめフォーマットしたものを使用
してテストしてください。HT3040-C01 では、フラッシュ ATA カードが使用で
きます。コンパクトフラッシュ type IIサイズのハードディスクカードは挿入で
きませんのでご注意ください。 

必要なソフトウェア 
� PCCDRV.SYS 

HT3040マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。 
� ROMDISK.EXE 

HT1010マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。 
組み込み手順 
1. フラッシュメモリディスクイメージの作成 

HT1010 の起動時に、 config.sys から PC カード用のデバイスドライバ
(PCCDRV.SYS)を組み込む必要があります。以下に HT1010のフラッシュメモリ
ディスクにこのドライバを組み込む手順例を示します。 
A. ディスクに書き込むファイルを 1つのディレクトリにまとめる 

まずパソコンのディスク上に、フラッシュメモリディスクに書き込みたいフ
ァイルをまとめたディレクトリを作成します。ここでは例として、サブディ
レクトリ¥DISKIMG がパソコンのディスク上に作成されていて、ここに
COMMAND.COMと ATAPCC.SYSをコピーしてあるものとします。 
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B. config.sysを作成する 
エディタを使用して、次の内容の CONFIG.SYS ファイルを作成し、
¥DISKIMGディレクトリに保存します。 
  device=pccdrv.sys 

C. ディスクイメージに変換する 

前項で作成したディレクトリよりも上位の階層のディレクトリをカレント
ディレクトリにして、ディスクイメージファイル作成ユーティリティ
ROMDISKを次のオプションをつけて起動します。 

  ROMDISK ディレクトリ名(ここでは¥DISKIMG) /I /Z256 
 
実行時の画面表示例を以下に示します。(表示される数値は、実際には異な
る場合がありますが、異常ではありません。) 
C>romdisk ¥diskimg /i/z256 
¥COMMAND.COM 
¥PCCDRV.SYS 
¥CONFIG.SYS 
 
ROM Disk Image    Volume 'ROM-DISK   ' 
Built from          C:¥DISKIMG¥*.* 
Placed in           ROM-DISK.IMG 
 
40704 bytes total ROM disk size 
      256 bytes in boot sector 
      256 bytes in 1 FAT sectors 
      256 bytes in root directory 
    39936 bytes in 3 user file(s) 
        0 bytes available on disk 
 
      256 bytes in each of 159 sectors 
C> 
 
カレントディレクトリには ROM-DISK.IMG ファイルが作成されていま
す。なおディスクイメージ作成ユーティリティ ROMDISK の詳細について
は、HT1010ユーザーズマニュアルをご参照ください。 

 
D. BIOSコンフィグレーションの設定（オプショナル） 

DOSの使用するメモリ容量や、FDDの接続有無、コンソールスピード等の
BIOSコンフィグレーションは、フラッシュメモリの一部に書き込まれてい
ます。前項で作成したディスクイメージをそのままフラッシュメモリに書き
込むと、すでに設定されていた BIOSのコンフィグレーションはデフォール
トに戻ります。（デフォールト設定内容については HT1010ユーザーズマニ
ュアルをご参照ください。）デフォールト以外の設定で使用する場合は、
BIOSコンフィグレーションユーティリティ ABCDを使用して、BIOSコン
フィグレーションファイルに記述した内容をディスクイメージに設定する
必要があります。操作方法については、HT1010ユーザーズマニュアルをご
参照ください。 

 
2. フラッシュメモリへの書き込み 

前項までの操作で完成したフラッシュメモリディスクイメージを、実際にフラッ
シュメモリに書き込みします。書き込みには FLUPユーティリティを使用する方
法と、JP13 を使用して内蔵ディスクイメージアップローダを起動する方法とが
ありますが、ここでは JP13で内蔵ディスクイメージアップローダを起動し、コ
ンソール経由でディスクイメージファイルを転送して書き込みする方法を説明
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します。その他の書き込み方法については、HT1010ユーザーズマニュアルをご
参照ください。 

 
A. 通信ソフトウェアの準備 

通信ソフトウェアは、8bit,9600bps, no parity, stop bit 1または 2に設定し
ておきます。 

B. HT1010の電源投入 
JP13 をショートした状態で電源を投入すると、コンソールには次のような
メッセージが表示されます。 

HT BIOS v1.00 (Revision 2.43) 06/10/99 
Copyright (c) 1999 U.E.C. 
 
  RAM SIZE 512K 
 
Send flash disk image file by YMODEM protocol 

メッセージの表示後、数秒おきに画面には’C’が表示されます。 
C. ディスクイメージファイルの転送 

通信ソフトウェアのファイル転送機能を使って、ディスクイメージファイル
を Y-MODEM(または Y-MODEM Batch)プロトコルで転送します。 

D. JP13のショートを除去して再起動 
転送が終了すると、HT1010はウォッチドッグタイマ機能を使用して自動的
にリセットします。(JP14を変更してウォッチドッグタイマによるリセット
を禁止している場合は、外部からリセットを行うか、電源を再投入してくだ
さい。)JP13がショートされたままの場合は、はずすようにメッセージが表
示されますので、指示に従って JP13のショートを解除してください。 

E. ドライバが組み込まれたことの確認 
リセットするとコンソールには次のようなメッセージが表示され、PC カー
ドドライバが正常に組み込まれたことが確認できます。 

HT BIOS v1.00 (Revision 2.43) 06/10/99 
Copyright (c) 1999 U.E.C. 
 
  RAM SIZE 512K 
B0123456 

PCCARD Driver Installed as D: 
789 

 
Current data is Fri 8-20-1999 
Enter new date (mm-dd-yy): 

 
3. PCカードのテスト 

パソコンであらかじめフォーマットされたストレージカードをスロットに
挿入し、割り当てられたドライブレター(上記の例では D:)でカードにアク
セスすることができます。DOSの組み込みコマンド DIR.や TYPE、COPY
等のコマンドを使用することができます。 

 
 

PCCARD Driver not installed と表示されて、組み込みに失敗する場合.... 
� ウィンドウアドレスの指定 

オプションで PCCDRV.SYS の使用するウィンドウのセグメントアドレスを指
定することができますが、これが 8000より小さい場合はエラーとなります。 
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� サポートスロット数の指定 
PCCDRV.SYS はデフォールトで 1 スロット、オプションの指定で 2 スロット
までサポートしますが、この指定を誤っている場合は組み込みできません。 

� JP1の状態 
ボードの占有アドレスは JP1(オプション)で変更可能ですが、PCCDRV.SYSは
デフォールトのボード占有アドレスにのみ対応しています。 

 
PCCDRV.SYSのオプション詳細については、本マニュアルの9.1節をご参照ください。 

5.2 ストレーストレーストレーストレージカードジカードジカードジカードのののの初期化初期化初期化初期化 
テストに必要な環境は、前節と同じです。 
必要なソフトウェア 
� PFDISK.EXE 

HT3040マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。こ
のプログラムは、フラッシュ ATAカード／HDDカードのマスターブートレコー
ド部分にパーティションを作成します。 

� FORMAT.COM 
HT1010マニュアルディスクに収録されています。 

 
《注意》 
HT1010が操作できるディスク容量が 2GBまでのため、これを超える容量のストレー
ジカードの初期化はできません。2GBを超える容量のストレージはパソコン等で領域
を 2GB以下になるようパーティションサイズを変更し、フォーマットしてください。 
 
テスト手順 
1. PCCDRV.SYSの組み込み 

前節の手順に従って、PCカードデバイスドライバ PCCDRV.SYSを DOS起動時
に組み込ます。このとき、フラッシュメモリディスクにはストレージカード初期
化に必要となる PFDISK.EXE や FORMAT.COM もいれておいたほうが便利で
す。 

2. PFDISKの実行(フラッシュ ATAカード/HDDカードの場合のみ必要) 
カードをスロットに挿入し、PFDISK.EXE を実行するとパーティションを作成
するディスクの諸元がコンソールに表示されます。以下にコンソール表示例を示
します。 
C>pfdisk 
 
ATA PC Card FDISK Utility ver.1.00(04/20/99) 
Copyright (c) Umezawa Electric Co.,Ltd. 1999 
 
Slot  Sectors/Track   Heads   Total Sectors  Capacity(MB) 
   0             49      15          507885           260 
 
WARNIG:This operation will delete all data on the card. 
Initialize the partition?(Y/N)  
ディスクのパーティションを初期化してもよいかどうかを確認するメッセージ
が表示されますので、よければ Y を入力します。(パーティションを初期化する
と、ディスク上のデータは全て失われますのでご注意ください。) 

 
Initialize the partition?(Y/N) Y 
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Please remove the card from the socket, and insert it again, 
then format the card using FORMAT.COM. 
 
C> 
 
続けてディスクのフォーマットを行う必要がありますが、その前にいったんカー
ドをスロットから抜いて、再度挿入してしてください。 

3. FORMAT.EXEの実行 
スロットに割り当てられているドライブレターを指定して、FORMAT.COMを実
行し、確認のプロンプトが表示されたら、Yを入力します。 
C>format d: 
FORMAT v6.22 (Revision 2.5) 
Copyright (c) 1989-1997 Datalight, Inc. 
 
Warning!  All data on hard disk drive D: will be lost!! 
Are you SURE you want to format this drive (Y/N)? y 
 
Set to Format a 260M Fixed disk 
Format    100% Complete. 
 
  268,161,024 bytes total disk space 
  268,161,024 bytes available on disk 
 
 
C> 
 

PFDISK がエラーとなる場合.... 
� フラッシュ ATA/HDD以外のカード 

PFDISK はフラッシュ ATA/HDD カードを使用する場合にのみ使用できます。
SRAMカードや、他のカードには使用できません。 

� ソケットの指定 
/S オプションでパーティションを作成するソケットを指定することができます
が、この指定を誤ってカードの挿入されていない側を指定した可能性がありま
す。 

5.3 モデムカードモデムカードモデムカードモデムカードののののテストテストテストテスト 
動作環境 
� HT3040+HT1010 

必要に応じて他の拡張モジュールも使用できますが、動作確認に必要な、最低限
のモジュール構成でテストしてください。 

� PCカード 
モデムや携帯電話・PHS等のデータ通信カードで、I/O仕様が 16450/550エミュ
レーションのものが使用できます。テストに使用したメーカーと製品は次の通り
です。 

 
メーカー名 型式 
NEC PC-9801N-J15 
TDK DF2814 
OMRON ME3314C 
NTT Docomo 96P1 
NTT Docomo Data/FAX adapter 9600 mark 2 
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I/O 仕様について PC カードの資料・マニュアル等に記述がないことが多いです
が、”Windows/Linux/Mac/PDA対応”のモデムカードは通常 16450/550エミュレ
ーション方式です。”Windows専用”を明記している PCカードでは、この方式で
はないものがありますのでカードご購入の際にご注意ください。 

必要なソフトウェア 
� PCCDRV.SYS 

HT3040マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。モ
デムカードを使用する場合も必要です。 

� MODEMEN.EXE 
HT3040マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。モ
デムカードに I/Oアドレスや使用する割り込みを設定します。 

� MINITERM.EXE 
HT3040マニュアルディスクの¥UTILITYディレクトリに用意されています。設
定されたモデムカードにテキストを送・受信するための簡易ターミナルソフト
ウェアです。モデムカードの動作をテストするために使用します。 

テスト手順 
1. PCCDRV.SYSの組み込み 

5.1節の手順に従って、PC カードデバイスドライバ PCCDRV.SYS を DOS 起動
時に組み込ます。このとき、フラッシュメモリディスクにはモデムカードのイネ
ーブラMODEMEN.EXEや、テスト用簡易ターミナルMINITERM.EXEを入れ
ておいたほうが便利です。 

2. MODEMENの実行 
モデムカードをスロットに挿入し、MODEMEN.EXEを次のオプションをつけて
実行します。 
 MODEMEN /A02E8 /I3 
モデムが正常に設定された場合は、次のようなメッセージがコンソールに表示さ
れます。 
C>modemen /a02e8 /I3 
 
Modem Card Enabler ver.1.11(08/20/99) 
Copyright (c) Umezawa Electric Co.,Ltd. 1999 
 
 
C> 
 

3. MINITERMの実行 
モデムの動作を確認するために、MINITERM.EXEを次のオプションを付けて実
行します。 
 MINITERM /A02E8 /I3 
MINITERMを起動すると、次のようなメッセージがコンソールに表示されます。 
C>miniterm /a02e8 /i3 
 
Mini terminal 
Copyright (c) Umezawa Electric Co.,Ltd. 1999 
(enter CTRL-^ to quit.) 
このプログラムは、コンソールからの入力をモデムに送り、モデムからのデータをコンソ

ールに出力するターミナルプログラムです。通常モデムのコマンドは ATコマンドに準拠
していますので、コンソールから ATと入力してさらにリターンを入力すると、モデムか
らは OKと返答が戻り、モデムが正常に認識されていることが確認できます。 

 
at 
OK 
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このプログラムは、CTRL-^(CTRLキーを押しながら^キーを押す)で終了させる
ことができます。 

 
 

MODEMEN を実行するとエラーが発生する場合.... 
� モデム以外のカード 

モデム以外のカードがソケットにはいっている場合は、設定ができませんのでエ
ラーとなります。 

� アドレス指定 
/A オプションで指定したアドレスがモデムカードで使用できない場合がありま
す。02E8h は PC/AT機ではシリアルポート用に予約された I/O アドレスで、通
常モデムカードはこのアドレスをサポートしていますが、このアドレスをサポー
トしていないモデムカードの可能性があります。MODEMENの指定オプション
に/Tを追加して、設定可能な I/Oアドレスを確認することができます。詳細につ
いては9.3節をご参照ください。 

MINITERM でコンソールから AT と入力しても何も表示されない場合.... 
� アドレス設定 

/Aオプションで、モデムカードとして無効な I/Oベースアドレスを指定した可能
性があります。 

� 割り込み指定 
MINITERM は受信動作に割り込みを使用しますので、/I で指定した割り込みが
誤っていたり、他のボードが使用する割り込みと重複している場合には正常に動
作しません。 

5.4 カードカードカードカードのののの抜抜抜抜きききき差差差差しについてしについてしについてしについて 

5.4.1 ストレージカードストレージカードストレージカードストレージカード 
CPUによるカードアクセス中でなければ、フロッピーディスクと同じようにカ
ードを自由に抜き差しすることができます。カードが CPU によるアクセス中
かどうかは、オプションの LEDを取り付けた場合、点灯中がどうかで確認する
ことができます。 
なお、ファイルのオープン・クローズの管理が正しく行われていない状態でカ
ードの交換を行うとファイル内容を失う恐れがありますのでご注意ください。 

5.4.2 モデムカードモデムカードモデムカードモデムカード 
モデムカードの場合も、CPUによるアクセス中でなければカードを取り外しす
ることができますが、再度挿入してもそのままではカードが使用できません。
これは、HT3040 ではモデムカードの設定をイネーブラで行っているため、い
ったんカードをスロットから抜くと、カードに設定されていた情報が失われて
しまうためです。再度カードを使用するためには、イネーブラでモデムカード
の設定を再度行ってください。 
イネーブラでモデムカードからの割り込みを使用する設定を RF5C396 にした
場合、カードの挿入で割り込みが発生するため、アプリケーションが予期しな
い動作をする可能性がありますのでご注意ください。 
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6  仕様仕様仕様仕様 
HT3040共通仕様を表 6-1に示します。 

表 6-1 HT3040仕様 

コントローラ リコー RF5C396 
スロット数 1(HT3041を接続して 1スロット追加可能) 
カード電源電圧 3.3V/5Vに対応 
CPUバス PC/104準拠 8bitバス(-P01/C01) 

PC/104準拠 16bitバス(-P02/C02) 
HT1010 用デバイスドライ
バメモリ占有量 

デバイスドライバ常駐量約 11KB 
カードアクセス用ウィンドウ 8KB 

コントローラ占有 
I/Oアドレス 

3E0H/3E1Hの 2バイト 
(部品追加により 3E2H/3E3Hに変更可能) 

カード割り込み要求・ 
ステータス変化割り込み要求 

IRQ2/3/4/5/7に割り当て可能(-P01/C01) 
IRQ2/3/4/5/7/10/11/12/14/15に割り当て可能(-P02/C02)

基板外形サイズ 90.2×95.9mm 
電源電圧 5V±10% 
消費電流 13mA(Typ.) 

（ただし接続されるカードの消費電流は含みません。） 
動作温度範囲 0～70℃ 
 
HT3040 には、PCMCIA 準拠のカード用スロットを搭載した HT3040-P01/P02 と、
コンパクトフラッシュ準拠のカード用スロットを搭載したHT3040-C01/C02の2つの
モデルがあります。HT3040-P01/P02に適用される仕様を表 6-2に、HT3040-C01/C02
に適用される仕様を表 6-3に示します。 

表 6-2 HT3040-P01/P02仕様 

適用カードサイズ PCMCIA type I,II,III 
対応カード種別 
(HT1010 と組み合わせ
て使用する場合) 

フラッシュ ATA,SRAM,ハードディスク,モデム 
※以下のカードには対応していません。 
アトリビュートメモリのない SRAM・ストレートフラッシュメモ
リ・イーサネット・SCSI・サウンド・その他 16bit でのみアクセ
ス可能なカードや専用のドライバが必要なカード 

 

表 6-3 HT3040-C01/C02仕様 

適用カードサイズ コンパクトフラッシュ type I 
対応カード種別 
(HT1010 と組み合わせ
て使用する場合) 

フラッシュ ATA,ハードディスク,モデム 
※HT1010 と組み合わせて使用する場合、以下のカードには対応
していません。 
イーサネット・SCSI・サウンド・その他 16bit でのみアクセス可
能なカードや専用のドライバが必要なカード 
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HT3040に搭載されているコントローラ RF5C396 にはカードスロット 2つをサポー
トする機能がありますが、HT3040上には 1スロットのみ用意されています。HT3041
を HT3040に接続することで、サポートするスロット数を 1つ追加することができま
す。HT3041 には、PCMCIA 準拠のカード用スロットを搭載した HT3041-P01 と、
コンパクトフラッシュ準拠のカード用スロットを搭載したHT3041-C01との 2つのモ
デルがあります。両モデル共通の仕様を表 6-4、HT3041-P01に適用される仕様を表 
6-5、HT3040-C01に適用される仕様を表 6-6にそれぞれ示します。 
 

表 6-4 HT3041仕様 

コントローラ なし(HT3040上の RF5C396によって制御) 
スロット数 1 
カード電源電圧 3.3V/5Vに対応 
CPUバス 接続なし(CN3により HT3040と接続) 
基板外形サイズ 90.2×95.9mm 
電源電圧 5V±10%(CN3より供給) 
消費電流 3mA(LED接続時の Typ.) 

（ただし接続されるカードの消費電流は含みません。） 
動作温度範囲 0～70℃ 
 

表 6-5 HT3041-P01仕様 

適用カードサイズ PCMCIA type I,II,III 
対応カード種別 
(HT1010 と組み合わせ
て使用する場合) 

フラッシュ ATA,SRAM,ハードディスク,モデム 
※以下のカードには対応していません。 
アトリビュートメモリのない SRAM・ストレートフラッシュメモ
リ・イーサネット・SCSI・サウンド・その他 16bit でのみアクセ
ス可能なカードや専用のドライバが必要なカード 

 

表 6-6 HT3041-C01仕様 

適用カードサイズ コンパクトフラッシュ type I 
対応カード種別 
(HT1010 と組み合わせ
て使用する場合) 

フラッシュ ATA,ハードディスク,モデム 
※以下のカードには対応していません。 
イーサネット・SCSI・サウンド・その他 16bit でのみアクセス可
能なカードや専用のドライバが必要なカード 

 
HT3040-P01/C01と HT3041-P01/C01は次の組合せで使用することができます。 

表 6-7 HT3040/3041の組合せ 

コントローラ 追加スロット サポートされるスロット 
HT3040-P01/P02 HT3041-P01 PCMCIA×2 
HT3040-P01/P02 HT3041-C01 PCMCIA×1, Compact Flash×1 
HT3040-C01/C02 HT3041-P01 PCMCIA×1, Compact Flash×1 
HT3040-C01/C02 HT3041-C01 Compact Flash×2 
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7 ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア機能機能機能機能 
この章では、HT3040のハードウェア機能に関連する事項について説明します。 

7.1 ブロックブロックブロックブロック図図図図 
図 7-1に HT3040のブロック図を示します。 

図 7-1 HT3040ブロック図 

 
コントローラの RF5C396は 2スロットを制御できますが、HT3040には 1スロット
のみが搭載されています。スロット Bの信号は CN3に取り出されており、追加 1ス
ロットモジュールHT3041でPCカード/コンパクトフラッシュスロットに変換されま
す。HT3041のブロック図を図 7-2に示します。 

図 7-2 HT3041ブロック図 
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7.2 HT3040コネクタコネクタコネクタコネクタ信号信号信号信号 

7.2.1 CN1コネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタピン配列配列配列配列 
表 7-1に CN1コネクタの信号配列を示します。表中、-印の端子は未使用です。 

表 7-1 CN1信号配列 

A1 - B1 GND 
A2 SD7 B2 RESETDRV
A3 SD6 B3 +5V 
A4 SD5 B4 IRQ2 
A5 SD4 B5 - 
A6 SD3 B6 - 
A7 SD2 B7 - 
A8 SD1 B8 /ENDXFR 
A9 SD0 B9 - 
A10 IOCHRDY B10 GND 
A11 AEN B11 /SMEMW 
A12 SA19 B12 /SMEMR 
A13 SA18 B13 /IOW 
A14 SA17 B14 /IOR 
A15 SA16 B15 - 
A16 SA15 B16 - 

A17 SA14 B17 - 
A18 SA13 B18 - 
A19 SA12 B19 - 
A20 SA11 B20 SYSCLK 
A21 SA10 B21 IRQ7 
A22 SA9 B22 - 
A23 SA8 B23 IRQ5 
A24 SA7 B24 IRQ4 
A25 SA6 B25 IRQ3 
A26 SA5 B26 - 
A27 SA4 B27 - 
A28 SA3 B28 BALE 
A29 SA2 B29 +5V 
A30 SA1 B30 - 
A31 SA0 B31 GND 
A32 GND B32 GND 

7.2.2 CN1信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN1には、8bit CPUバス信号が配置されています。信号配置は PC/104に準拠して
います。 

表 7-2 CN1信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
SA[10:0] アドレス入力です。 
AEN アドレス入力が有効であることを示します。I/O のアドレスデコードには SA と

ともに、この信号が Lであることを使用しています。 
SD[7:0] データ入出力バスです。 
/IOR I/Oリード信号入力です。 
/IOW I/Oライト信号入力です。 
/SMEMR 0FFFFFH以下のアドレスに対するメモリリード信号入力です。 
/SMEMW 0FFFFFH以下のアドレスに対するメモリライト信号入力です。 
RESETDRV リセット入力です。Ｈアクティブですのでご注意ください。 
IRQ[7:2] 外部割り込み出力です。IRQ6は接続されていませんのでご注意ください。 
IOCHRDY ウエイト出力です。オープンドレインで L にドライブし、リードライトサイク

ルの延長を CPUに要求します。 
/ENDXFR 16bitメモリデバイスがバスサイクルを終了させるために使用する出力です。 
+5V システムの電源です。+5Vを供給します。 
GND システムの GNDです。 
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7.2.3 CN2コネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタピン配列配列配列配列 
表 7-1に CN2コネクタの信号配列を示します。表中、-印の端子は未使用です。
HT3040-P01/C01では CN2は実装されていません。 

表 7-3 CN2信号配列 

C0 GND D0 GND 
C1 /SBHE D1 /MEMCS16 
C2 LA23 D2 /IOCS16 
C3 LA22 D3 IRQ10 
C4 LA21 D4 IRQ11 
C5 LA20 D5 IRQ12 
C6 LA19 D6 IRQ15 
C7 LA18 D7 IRQ14 
C8 LA17 D8 - 
C9 /MEMR D9 - 

C10 /MEMW D10 - 
C11 D8 D11 - 
C12 D9 D12 - 
C13 D10 D13 - 
C14 D11 D14 - 
C15 D12 D15 - 
C16 D13 D16 +5V 
C17 D14 D17 - 
C18 D15 D18 GND 
C19 (KEY) D19 GND 

 

7.2.4 CN2信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN2には、PC/104 16bitバスで追加される信号が配置されています。 

表 7-4 CN2信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
LA[17:23] アドレス入力です。 
/SBHE SD[8:15]のデータが有効なことを示す入力です。 
SD[8:15] データ入出力バスです。 
/MEMCS16 16bitメモリサイクルを示す出力です。 
/IOCS16 16bit I/Oアクセスサイクルを示す出力です。 
IRQ[10:15] 外部割り込み出力です。IRQ13は接続されていませんのでご注意ください。 
/ENDXFR 16bitメモリデバイスがバスサイクルを終了させるために使用する出力です。 
+5V システムの電源です。+5Vを供給します。 
GND システムの GNDです。 

7.2.5 CN3 
CN3 には、追加スロット HT3041-P01/C01 接続に必要な信号が割り当てられていま
す。接続ケーブルは HT3041-P01/C01に付属しています。 

7.2.6 CN4(HT3040-C01/C02のみのみのみのみ) 
CN4は、コンパクトフラッシュ用ソケットが実装されています。このソケットは、コ
ンパクトフラッシュ Type Iサイズに対応しています。 
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7.2.7 CN5(HT3040-P01/P02のみのみのみのみ) 
CN5 は、PCMCIA 規格準拠カード用のソケットが実装されています。このソケット
は、Type I～IIIサイズに対応しています。ただし、Type IIIカード実装時はこのモジ
ュール上に他の PC/104モジュールをスタッキングできませんのでご注意ください。 

7.2.8 CN6 
CN6はモデムのオーディオ出力端子です。この端子に接続するスピーカは、インピー
ダンスが高い、圧電タイプのものをご使用ください。 
《注意》 
CN6 の 2 番端子は 10KΩでプルアップされていますが、リセット時にこの端子のレ
ベルが L になっていると、RF5C396 内部レジスタインデックスのオフセットが変わ
るため、HT1010用デバイスドライバでは認識されなくなります。 
CN6に低いインピーダンスの小型スピーカ等を接続する場合は、いったん高インピー
ダンスの回路で受けてからドライブしてください。 
 
CN6を 1kΩ程度の抵抗でショートすると、RF5C396の内部レジスタインデックスが
+80Hオフセットされます。この機能を使用すると 1つのシステムに HT3040を 2枚
接続し、2枚の HT3040が占有する I/Oアドレスは共通のまま制御することが可能と
なります。 

7.3 HT3041コネクタコネクタコネクタコネクタ信号信号信号信号 
7.3.1 CN1 
CN1に部品は実装されていませんが、PC/104の 8bitバス用 64極スタックスルーコ
ネクタを取り付けることができます。コネクタには電源、GND 端子のみ配線されて
います。 

7.3.2 CN2 
CN2に部品は実装されていませんが、PC/104の 16bitバス用 40極スタックスルーコ
ネクタを取り付けることができます。コネクタには電源、GND 端子のみ配線されて
います。 

7.3.3 CN3 
CN3には、HT3040-P01/C01接続に必要な信号が割り当てられています。接続ケーブ
ルについては7.4節をご参照ください。 

7.3.4 CN4(HT3041-C01のみのみのみのみ) 
CN4は、コンパクトフラッシュ用ソケットが実装されています。このソケットは、コ
ンパクトフラッシュ Type Iサイズに対応しています。 
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7.3.5 CN5(HT3041-P01のみのみのみのみ) 
CN5 は、PCMCIA 規格準拠カード用のソケットが実装されています。このソケット
は、Type I～IIIサイズに対応しています。ただし、Type IIIカード実装時はこのモジ
ュール上に他の PC/104モジュールをスタッキングできませんのでご注意ください。 

7.3.6 CN7 
CN7に部品は実装されていませんが、2.5または 2.54mmピッチの 4極コネクタでこ
のボードの電源を供給することができます。(通常、HT3041の電源は CN3から供給
されます。)信号配置はシルク表示をご参照ください。 

7.3.7そのそのそのその他他他他ののののオプションオプションオプションオプション 
HT3041には、これまで説明したコネクタの他、CN6,JP1,JP2等部品が実装されてい
ないパターンがありますが、本ボードでは使用しません。 

 

7.4 CN3接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル 
HT3041-P01/C01には、HT3040-P01/C01と接続するためのケーブルが付属していま
す。ケーブルアセンブリに使用しているコネクタの型式等を表 7-5に示します。（メー
カー・型式は同等他社製品が使用される場合があります。）ケーブル長は約 30cm で
す。 

表 7-5 ケーブルアセンブリ使用コネクタ 

メーカーメーカーメーカーメーカー    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
ヒロセ電機 FX2-80SA-1.27R 80極リボンケーブルコネクタ(高密度ハーフピッチ)

 

7.5 ジャンパジャンパジャンパジャンパ 
HT3040には JP1から 6までのジャンパがあります。ここでは各ジャンパの機能につ
いて簡単に説明します。なお３極ポスト型ジャンパの端子番号は、シルクで○印が付
けられている端子から順に 1、2、3番ピンとなっています。 

7.5.1 JP1(オプションオプションオプションオプション) 
JP1は、本ボードの占有する 2バイト I/O空間を 3E2/3E3Hに変更する場合に使用し
ます。ジャンパの 1-2 間が接続されている場合は 3E2H/3E3H が、2-3 間が接続され
ている場合は 3E0H/3E1Hが選択されます。出荷時、JP1には部品が実装されていま
せん。また、この機能を使用するためには同時に U8、JP12、JP13に部品実装が必要
です。7.7節をご参照ください。 
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7.5.2 JP2～～～～6 
HT3040-P02/C02を使用する場合に、アドレスの一部とメモリ制御信号について、8bit
バス側の信号を使用するのか、16bitバス側の信号を使用するのかを選択します。 
各ジャンパの 1-2間が接続されている場合は 8bitバス側の信号が、2-3間が接続され
ている場合は 16bitバス側の信号が選択されます。HT3040-P01/C01ではこれらのジ
ャンパは実装されていませんが、基板裏面で 0Ωのチップ抵抗(JP7～11)によって 1-2
間が接続されていますので、HT3040-P01/C01に CN2や JP2～6に部品を実装して使
用する場合は、必ず JP7～11を取り外してください。各ジャンパにより選択される信
号は表 7-6をご参照ください。 

表 7-6 JP2～6で選択される信号 

JPJPJPJP番号番号番号番号    1111----2222接続時接続時接続時接続時    2222----3333接続時接続時接続時接続時    
JP2 SA19 LA19 
JP3 SA18 LA18 
JP4 SA17 LA17 
JP5 /SMEMR /MEMR 
JP6 /SMEMW /MEMW 

 
《注意》 
JP7～11の 0Ωチップ抵抗を取り外しせずに JP6～11の 2-3間を接続すると、表の各
信号間を短絡しますのでご注意ください。 
 

7.5.3 JP7～～～～11 
HT3040-P02/C02 ではこれらの部品は実装されていません。HT3040-P01/C01 では
JP7～11 に 0Ωのチップ抵抗が実装されており、前項 JP2～6 の 1-2 間を基板裏面で
ショートしています。JP2～6 に部品を実装して使用する場合は、JP7～11 に実装さ
れているチップ抵抗を取りはずしてください。なお、これらのジャンパにはシルク表
示がありません。 

7.6 アクセスアクセスアクセスアクセス表示表示表示表示 LED(オプションオプションオプションオプション) 
HT3040/HT3041には、CPUがカードにアクセスしている信号を利用して LEDを点
灯させる回路が搭載されています。LEDはオプションのためパターンのみ用意されて
います。HT3040では D3、HT3041では D2と表示されており、CN1の B32端子近
くに配置されています。LEDの取り付け極性は基板上のシルクをご参照ください。ア
ノード側は A、カソード側は Cと表示されています。 
 

7.7 アドレスアドレスアドレスアドレス変更追加部品変更追加部品変更追加部品変更追加部品 
HT3040の占有 I/Oアドレスは 3E0/3E1Hですが、部品追加で 3E2/3E3Hに変更する
ことができます。 
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U8には 74HCT688Fを実装し、JP12、JP13をショートしてください。また JP1に
3 極のジャンパポストを実装し、ジャンパソケットを 1-2 間に取り付けてください。
部品型式例を表 7-7に、U8周辺パターン図を図 7-3に示します。 

表 7-7 追加部品型式例 

部品部品部品部品    メーカーメーカーメーカーメーカー    型式型式型式型式    
U8 Toshiba TC74HCT688F 
JP1 OMRON XG8V0331(ポスト) XJ8A0211(ソケット) 

 

 
図 7-3 U8、JP12、JP13実装位置 

U8 はパターンで 1 ピンが示されていますので取り付け方向をご確認ください。
JP12、JP13はパターンで 12、13と表示されています。 
なお、この増設回路ではアドレス SA10がデコードされないため、7E2/7E3(JP1を 2-3
接続とした場合は 7E0/7E1)にイメージが現れます。JP13をオープンとし、図 7-3で
点線で囲まれている部分(U9)にさらにシングル ORゲート(東芝 TC7SET32F等)を追
加すると SA10もデコードに使用されます。 
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8  製品製品製品製品リビジョンリビジョンリビジョンリビジョンについてについてについてについて 
HT3040には RF5C396を搭載した現行品と、VG468を搭載した旧タイプ製品があり
ます。また HT3041 もカード電源電圧切替のできる現行品と、5V カードにのみ対応
した旧タイプ製品があります。この章では、両タイプの相違点や、置き換えの際の注
意点について説明します。 

8.1 相違点相違点相違点相違点 
表 8-1に現行品と旧タイプ品の主な相違点を示します。 

表 8-1 製品リビジョンによる相違点 

    現行品現行品現行品現行品    旧旧旧旧タイプタイプタイプタイプ品品品品    
コントローラ RF5C396(リコー) VG468(VADEM) 
対応カード電源 3.3V/5V 5V 
アドレス変更 U8、JP1追加 JP1追加 
RoHS 対応 未対応 

コントローラにはいずれも 82365互換のレジスタがありますが、それぞれのデバイス
が拡張しているレジスタには互換性がありませんのでご注意ください。 
VG468用に作成されたソフトウェアは、通常カード電源電圧の切替が考慮されていま
せんので、RF5C396 を使用した現行品に旧タイプ品用のソフトウェアを使用した場
合カードの種別に応じた電源電圧の切替ができませんが、5V 電源カードについては
そのままで使用することができます。 

8.2 新旧製品新旧製品新旧製品新旧製品のののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ 
HT3040および HT3041を組み合わせる場合、現行品および旧タイプ品はすべての組
み合わせで使用することができますが、使用できるカードの電源電圧は表 8-2に示す
ように制約されます。 

表 8-2 新旧製品の組み合わせと使用できるカード電源電圧 

HT3040HT3040HT3040HT3040    HT3041HT3041HT3041HT3041    HT3040HT3040HT3040HT3040ののののスロットスロットスロットスロット  HT3041HT3041HT3041HT3041ののののスロットスロットスロットスロット  
旧タイプ品 旧タイプ品 5Vカードのみ 5Vカードのみ 
旧タイプ品 現行品 5Vカードのみ 5Vカードのみ 
現行品 旧タイプ品 3.3V/5Vカード 5Vカードのみ 
現行品 現行品 3.3V/5Vカード 3.3V/5Vカード 

8.3 HT1010用用用用ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 
マニュアルディスクで提供される PCCDRV.SYS(タイムスタンプ 2005/7/25 1:20)は
HT3040新旧両製品に対応しています。旧タイプ品用に提供されていた PCCDRV.SYS 
(タイムスタンプ 2000/12/20 1:10)は現行品にも使用することができますが、5V カー
ドにのみ対応します。その他のソフトウェアは新旧製品で同等に使用できます。 
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9  HT1010用用用用ソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンス 
この章では、各ユーティリティの使用方法について説明します。通常パソコンで PC
カードを使用するためには、ソケットサービスやカードサービスといったデバイスド
ライバを数種類組み込んで常駐させる必要があります。HT1010用のユーティリティ
は、これらの汎用サービスを使用せず直接 RF5C396 を操作するためパソコンで使用
される PC カード用ソフトウェアのような汎用性はありませんが、メモリ常駐量が少
なく、組み込み用途には充分な機能を提供しています。 

9.1 PCCDRV.SYS 
PCカードを使用するために RF5C396を初期設定し、ストレージメディアアクセス用
のデバイスドライバとして機能します。このドライバは、モデムカードを使用する場
合にも組み込む必要があります。 
【起動方法】 
CONFIG.SYSで組み込みます。 
 DEVICE=PCCDRV.SYS  [/S<slot>][/R][/F<segment>] 
【説明】 
/Sオプションは、このドライバでサポートするスロット数を指定します。このオプシ
ョンを指定しない場合、デフォールトは 1となります。指定可能な値は 1または 2で
す。 
/Rオプションは、各スロットに割り当てられるドライブレターを、HT3041上のスロ
ット 1から割り当てることを指示します。 
このオプションを/Sオプションと組合わせて指定した場合の、ドライブ割り当ては表 
9-1の通りです。 

表 9-1 /S#と/Rの組合わせによるドライブの割り当て例 

オプション指定 ドライブレター割り当て順序 
/S1 /R HT3041上のスロット 1のみ 
/S2 /R HT3041上のスロット 1, HT3040上のスロット 0の順で割り当て
/S1 HT3040上のスロット 0のみ 
/S2  HT3040上のスロット 0,HT3041上のスロット 1の順で割り当て
/Fオプションは、このドライバがカードアクセスに使用するメモリ空間のセグメント
を 16 進で指定します。このオプションを指定しない場合は、D000 セグメントから
8KBが使用されます。指定可能なセグメントアドレスは、C000～EE00までです。 
【エラー】 

ERROR:Bad window location. 
/Fオプションで指定されたセグメントが誤っています。 
ERROR:Socket Controller not found. 
HT3040が実装されていないか、JP1がデフォールトの設定になっていません。 
ERROR:Specify correct slot numbers (1 or 2). 
/Sオプションで指定されたスロット数が正しくありません。 
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PCCARD Driver not installed. 
オプションで指定されたパラメータに問題があり、ドライバがインストールされなか
ったことを示します。 
Invalid Option: /xxx 
/xxxオプションはこのドライバの正しいオプションではありません。ドライバは指定
されたオプションを無視し、インストールを続行します。 
【使用例】 

DEVICE=PCCDRV.SYS 
HT3040のスロットを使用し、メモリウィンドウはデフォールトの D000セグメン
トを使用します。 

DEVICE=PCCDRV.SYS /S2 /R 
HT3040と HT3041の 2スロットを使用し、ドライブレターの割り当ては HT3041
のスロットを優先します。メモリウィンドウはデフォールトの D000セグメントを
使用します。 

9.2 PFDISK.EXE 
フラッシュ ATAカードやハードディスクカード、コンパクトフラッシュ等のディスク
を初期化し、MBR(Master Boot Record)にディスクの諸元を設定するユーティリティ
です。SRAMカードには、このユーティリティを使用する必要はありません。 
【起動方法】 
 PFDISK  [/S<slot>] 
【動作環境】 
 PCCDRV.SYSが組み込まれている必要があります。 
【説明】 
/Sオプションは、初期化するカードのはいっているスロットを 0または 1で指定しま
す。0を指定した場合は HT3040のスロットが、1を指定した場合は HT3041のスロ
ットが選択されます。このオプションでスロットが指定された場合は、指定されたス
ロットに挿入されているカードの容量等の情報を表示し、初期化してよいかどうかの
確認メッセージが表示されます。/Sオプションが指定されていない場合は、全てのス
ロットに挿入されているカードの情報を表示し、初期化するスロットを選択するメッ
セージが表示されます。 
【エラー】 

ERROR:Wrong slot number. 
/Sオプションで指定されたスロット番号が誤っています。 
ERROR:Can not access to the card. 
PCCDRV.SYSが組み込まれていません。 
ERROR: Can not find any ATA PCCARD. 
PCカードがスロットに挿入されていないか、挿入されているカードが ATAインター
フェースのカードではありません。 
ERROR: Can not read MBR of slot #. 
スロット#に挿入されているディスクのMBRが読みだしできません。 
ERROR: Failed to write MBR of slot #. 
スロット#に挿入されているディスクのMBRに書き込みできません。 
【使用例】 

PFDISK /S0 
スロット 0のカードを初期化します。 
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《注意》 
PFDISK.EXEを実行した後、続けて FORMAT.COMを使用してカードをフォーマッ
トする必要があります。いったんカードをソケットから抜き、もう一度挿入しなおす
か、電源を入れなおしてから FORMAT.COMを実行してください。 
HT1010が操作できるディスク容量が 2GBまでのため、これを超える容量のストレー
ジカードの初期化はできません。2GBを超える容量のストレージはパソコン等で領域
を 2GB以下になるようパーティションサイズを変更し、フォーマットしてください。 

9.3 MODEMEN.EXE 
モデムカードをオプションで指定された I/Oアドレス、IRQ等に割り当てするユーテ
ィリティです。このプログラムは常駐せず、モデムカードおよび PCICを設定して終
了します。 
【起動方法】 
 MODEMEN  /A<address> [/I<irqno>] [/C<comno>] [/S<slot>] [/T] 
【動作環境】 
 PCCDRV.SYSが組み込まれている必要があります。 
【説明】 
/Aオプションはモデムを割り当てるベースアドレスを 16進で指定します。このオプ
ションは必ず指定してください。通常 PC/AT のシリアルポート用に予約されている
3F8/2F8/3E8/2E8のいずれかを指定します。 
アドレスは、すでに他の I/Oボードで占有されていないものを指定してください。(例
えば HT3010を使用してシリアルポートを 2チャンネル使用している場合は、ベース
アドレス 3F8と 2F8はすでに占有されていますので使用できません。) 
カードによっては、これ以外のアドレスを 8バイト毎に指定できるものもあります。
指定したアドレスが設定できないエラーがおきる場合は、以下に説明する/Tオプショ
ンを付けて、設定可能なアドレスを確認してください。 
/S オプションは、モデムカードの挿入されているスロットを 0 または 1 で指定しま
す。0を指定した場合は、HT3040 のスロットを、1 を指定した場合は HT3041 のス
ロットを使用します。HT3040のみ使用している場合、このオプションを指定する必
要はありません。 
/Cオプションは DOSの COMポートとして BIOSの INT14Hを通して使用する場合
の、ポート番号を指定します。指定可能な値は 1～4 です。指定された COM ポート
番号がすでに別のポートに割り当てられている場合は、エラーとなります。 
/Iオプションは、使用する IRQ番号を指定します。このオプションを指定しない場合
は、モデムカードの割込みは使用できなくなります。指定可能な値は、2/3/4/5/7のい
ずれかです。IRQ番号は、他の I/Oが使用していないものを指定してください。 
/Tオプションは、/Aオプションと併用して起動すると、カードに設定可能なベースア
ドレスその他の情報を表示します。表示されるアドレス一覧に FFFFと表示される行
が含まれている場合は、8 バイト毎の任意のアドレスがベースアドレスとして設定可
能なことを示します。 
【エラー】 

ERROR:Wrong slot number. 
/Sオプションで指定されたスロット番号が誤っています。 
ERROR:Wrong IRQ number. 
/Iオプションで指定された IRQ番号が誤っています。 
ERROR:Can not assign as COM#. 
/Cオプションで指定された COMポート番号#が誤っています。 
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ERROR:Wrong I/O base address. 
/Aオプションで指定されたベースアドレスが、8バイト毎の境界になっていません。 
ERROR:I/O base address must be specified using /A option. 
/Aオプションでベースアドレスが指定されていません。ベースアドレスは必ず指定す
る必要があります。 
ERROR:Can not access to the card. 
PCCDRV.SYSが組み込まれていないため、カードにアクセスできません。 
ERROR:Specify slot number (0 or 1) 
/Sオプションで使用するスロット番号(0または 1)を指定する必要があります。 
ERROR:Serial port card not found in slot #. 
モデムカードがスロット#に挿入されていないか、他の種類のカードが挿入されてい
ます。 
ERROR:COM# is already in use. 
/Cオプションで指定された COMポート番号#はすでに使用されています。別の COM
ポート番号を指定してください。 
ERROR:Configuration not available for the specified I/O address. 
/Aオプションで指定されたアドレスでは設定ができません。設定可能なアドレスを/T
オプションを付加して起動し、確認してください。 
【使用例】 

MODEMEN /A03E8 /I4 
モデムカードのベースアドレスを 3E8H、IRQを 4に設定します。 

 
《注意》 
� MODEMEN.EXE は、/A や/I で指定するパラメータが他の I/O と重複している

かどうか確認しませんので、設定値には充分注意してください。 
� モデムカードをいったんソケットから抜くと、設定値は失われます。再度モデム

カードを使用する場合は、MODEMEN.EXEをもう一度実行してカードの設定を
行ってください。 

9.4 MINITERM.EXE 
モデム(シリアルポート)の動作を確認するための、簡易ターミナルユーティリティで
す。 
【起動方法】 
 MINITERM  /A<address> /I<irqno> [<speed>] 
【動作環境】 
モデムカードを使用する場合は、 PCCDRV.SYS が組み込まれていて、
MODEMEN.EXEであらかじめ I/Oアドレスや使用する割り込みが設定されている必
要があります。 
【説明】 
/Aオプションは使用するシリアルポートのベースアドレスを 16進で指定します。こ
のオプションは必ず指定してください。通常 PC/ATのシリアルポート用に予約されて
いる 3F8/2F8/3E8/2E8のいずれかを指定しますが、それ以外のアドレスにシリアルポ
ートが存在する場合は、8バイト毎にそのアドレスを指定することができます。 
/Iオプションは、シリアルポートの使用する IRQ番号を指定します。本プログラムは
データの受信に割り込みを使用しますので、このオプションも必ず指定してくださ
い。指定可能な値は、2/3/4/5のいずれかです。 
Speedオプションは、300/1200/2400/4800/9600/19200/38400/115200のいずれかを指
定することができます。指定しない場合は 9600BPSとなります。 
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プログラムが起動すると、コンソールから入力された文字はシリアルポートに送ら
れ、シリアルポートからの入力はコンソールに表示されます。プログラムを終了する
場合は、CTRL-^(Controlキーを押しながら^キーを押す)を入力してください。 
【エラー】 

ERROR:Wrong IRQ number. 
/Iオプションで指定された IRQ番号が誤っています。 
ERROR:Wrong I/O base address. 
/Aオプションで指定されたベースアドレスが 8バイト毎の境界になっていません。 
ERROR:Wrong speed parameter. 
スピードオプションで指定された数値が誤っています。 
ERROR:I/O base address must be specified using /A option. 
/Aオプションでベースアドレスが指定されていません。ベースアドレスは必ず指定す
る必要があります。 
ERROR:IRQ must be specified using /I option. 
/Iオプションで使用する割り込み番号が指定されていません。割り込み番号は必ず指
定する必要があります。 
【使用例】 

MINITERM /A02E8 /I4 

ベースアドレス 2E8H、IRQ4のシリアルポートを使用して通信テストを行います。 

9.5 CISDUMP.EXE 
カードの CISメモリ内容をダンプ表示するプログラムです。 
【起動方法】 
 CISDUMP  [/S<slot>] [/B] [<filename>] 
【動作環境】 
 PCCDRV.SYSが組み込まれている必要があります。 
【説明】 
/S オプションは、CIS メモリ内容をダンプ表示するカードのはいっているスロット
<slot>を 0または 1で指定します。0を指定した場合は HT3040のスロットが、1を
指定した場合は HT3041のスロットが選択されます。スロットが 1つの場合は指定を
省略することができます。 
/Bオプションが指定された場合は、CISメモリ内容をバイナリイメージのままファイ
ルに保存します。このオプションを指定した場合は、必ず保存ファイル名を指定して
ください。 
保存ファイル名が指定されない場合は、コンソールに 16進でダンプ表示されます。 
【エラー】 

ERROR:Wrong slot number. 
/Sオプションで指定されたスロット番号が誤っています。 
ERROR:Can not create file <filename> 

ファイルが作成できません。 
ERROR:Writing file <filename> 

ファイル書き込みでエラーが発生しました。 
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10 外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 

 
図 10-1 HT3040-P01外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。なお、A,B 部分の詳細は図 10-3
をご参照ください。 
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図 10-2 HT3041-P01外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。なお、A,B 部分の詳細は図 10-3
をご参照ください。 
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図 10-3 HT3040-P01/HT3041-P01 詳細図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
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図 10-4 HT3040-C01外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。なお、A,B 部分の詳細は図 10-6
をご参照ください。 
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図 10-5 HT3041-C01外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。なお、A,B 部分の詳細は図 10-6
をご参照ください。 
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図 10-6 HT3040-C01/HT3041-C01 詳細図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
 

 
図 10-7 PCカード外観図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
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図 10-8 コンパクトフラッシュ type I 外観図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
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